
南淡路だんじり唄交流会（ 賀集公民館）

第 回 南あわじ市議会 定例会

第 回 南あわじ市議会 臨時会

各常任委員会審査報告

決算審査特別委員会審査報告

各常任委員会調査報告

市政を問う 一般質問

市民の声



第
五
回
定
例
会
は
九
月
七
日
か
ら
二
十
九
日
ま
で
の
二
十
三
日
間

の
会
期
で
開
か
れ
、
平
成
十
六
年
度
旧
四
町
・
一
部
事
務
組
合
及
び

南
あ
わ
じ
市
一
般
会
計
・
特
別
会
計
決
算
認
定
（
七
十
六
件
）
に
つ

い
て
は
、
決
算
審
査
特
別
委
員
会
に
審
査
を
付
託
。

平
成
十
七
年
度
南
あ
わ
じ
市
一
般
会
計
・
特
別
会
計
補
正
予
算
、

条
例
制
定
及
び
一
部
改
正
、
工
事
請
負
契
約
等
に
つ
い
て
は
、
各
常

任
委
員
会
に
審
査
を
付
託
。

市
長
提
出
議
案
に
つ
い
て
は
全
議
案
原
案
の
と
お
り
可
決
・
認
定

さ
れ
ま
し
た
。

第
一
号
）

（
第
二
号
）

第
一

号
）第

一
号
）第

一
号
）

吉
田
良
子
議
員



乙
井
勝
次
議
員

長
船
茂
久
議
員

吉
田
良
子
議
員

道
上
義
治
議
員

砂
田
杲
洋
議
員

榎
本
喜
一
議
員

坂
本
浩
子
議
員

馬
詰

修
議
員

南
あ
わ
じ
市
広
田
財
産
区
管

理
会
委
員
及
び
洲
本
市
・
南
あ

わ
じ
市
山
林
事
務
組
合
議
会
議

員
の
選
任
同
意

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推

薦



雑
入
で
、
す
い
せ
ん
ホ
ー

ル
の
補
正
額
が
多
い
の
は
。

旧
三
原
の
記
念
品
料
の
返

還
が
あ
っ
た
が
、
計
上
さ
れ
て

い
な
い
が
。

今
は
ど
の
様
な
状
態
で
管

理
を
し
て
い
る
の
か
。

返
還
は
い
つ
で
あ
っ
た
か
。

八
月
十
八
日
の
総
務
常
任

委
員
会
で
報
告
で
き
な
か
っ
た

理
由
は
。

県
補
助
金
で
、
ブ
ラ
ン

ド
・
ニ
ッ
ポ
ン
農
産
物
供
給
体

制
確
立
事
業
補
助
金
の
内
容
は
。

市
民
ま
つ
り
の
今
後
の
方

針
は
。ゴ

ミ
袋
、
土
の
う
に
つ
い

て
は
、
既
に
執
行
済
み
で
あ
る
、

そ
の
考
え
方
は
。

基
礎
学
力
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

事
業
に
つ
い
て
。

選
挙
運
動
の
公
費
負
担
を

廃
止
し
て
い
る
市
が
あ
る
の
か
。

公
費
負
担
に
よ
り
幅
広
い

人
材
の
方
が
立
候
補
す
る
事
が

で
き
る
が
。

立
候
補
す
る
に
は
、
選
挙

費
用
が
か
か
る
が
意
欲
の
あ
る

人
で
も
出
て
も
ら
う
為
の
最
小

限
の
公
費
負
担
な
の
で
、
必
要

で
あ
る
と
思
う
が
。

十
六
年
度
旧
町
の
国
保
税

の
滞
納
額
は
。

徴
収
方
法
は

悪
質
滞
納
者
へ
の
対
応
は
。

保
険
証
の
発
行
の
対
応
は
。

市
で
の
対
象
者
数
は
。

国
保
税
の
減
額
方
法
、
申

請
免
除
は
何
件
か
。

在
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
で
、

ヘ
ル
パ
ー
の
方
は
昼
間
行
っ
て

い
る
が
、
高
齢
化
の
対
応
と
し

て
、
夜
間
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
政



と
し
て
考
え
る
べ
き
と
思
う
が

ど
う
か
。

あ
と
三
年
ぐ
ら
い
で
満
杯

に
な
る
と
聞
い
て
い
る
が
既
に

新
た
な
処
分
場
の
調
整
、
設
計

等
が
必
要
で
は
な
い
か
。

保
安
林
の
み
で
な
く
、
周

辺
住
民
の
同
意
も
難
し
い
と
思

わ
れ
る
の
で
、
す
ぐ
に
で
も
取

り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

賛
成
多
数
で
採
択

賛
成
多
数
で
採
択

取
水
ポ
ン
プ
の
設
置
場
所

は
ど
こ
か
。

こ
の
事
業
を
受
入
す
る
事

業
者
と
の
間
に
同
意
が
十
分
に

得
ら
れ
て
い
る
か
。
ま
た
メ
ー

カ
ー
決
定
の
過
程
で
不
正
等
は

な
か
っ
た
か
。

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
厚
を

か
ら

に
変
更
し
て
い

る
が
事
前
に
把
握
で
き
な
か
っ

た
の
か
。



旧
緑
町
で
は
、
ふ
る
さ
と

創
生
基
金
の
使
途
に
つ
い
て
町
民

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
広
田
梅

林
の
整
備
を
着
手
し
た
が
、
合
併

ま
で
の
進
捗
状
況
は
。

旧
四
町
で
は
、
合
併
ま
で
に

多
額
の
基
金
を
取
り
崩
し
事
業
展

開
を
行
い
、
今
、
新
市
に
お
い
て

は
財
政
難
に
遭
遇
し
て
い
る
と
聞

く
が
、
緑
町
の
ふ
る
さ
と
創
生
基

金
の
取
り
崩
し
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト

も
実
施
し
住
民
要
望
に
答
え
た
も

の
で

駆
け
込
み
事
業

で
は
な

い
と
思
う
が
。

残
っ
て
い
る
五
区
画
に
つ
い

て
は
、
当
初
計
画
し
た
額
で
販
売

可
能
か
。

旧
西
淡
の
ゴ
ミ
収
集
に
つ
い

て
、
民
間
委
託
の
計
画
は
。

固
定
資
産
税
、
路
線
価
に

よ
っ
て
税
率
が
違
う
の
か
。

奨
学
金
の
対
象
を
市
全
体
に

広
げ
る
の
か
。

未
分
譲
地
多
い
が
、
価
格
を

下
げ
る
計
画
は
。

埋
立
率
四
十
％
を
超
え
た
と

聞
い
て
い
る
が
、
今
の
状
況
で
は

後
何
年
位
で
満
杯
に
な
る
の
か
。

今
の
処
理
場
建
設
に
お
い
て
は
、

法
的
な
認
可
の
ク
リ
ア
ー
、
又
地

元
と
の
調
整
等
に
時
間
が
か
か
っ

た
が
、
次
の
処
理
場
に
向
け
て
そ

ろ
そ
ろ
検
討
の
必
要
が
あ
る
。
と

の
意
見
が
出
た
。

競
輪
事
業
訴
訟
負
担
金
の
内

容
に
つ
い
て
。

農
業
公
園
管
理
費
、
人
件
費

の
支
出
に
つ
い
て
。

ク
ア
施
設
、
第
二
泉
源
掘
削

費
、
一
億
三
千
万
と
聞
い
て
い
る

が
、
決
算
書
で
は
二
千
三
百
万
円

の
支
出
と
な
っ
て
い
る
の
は
。

全
体
で
い
く
ら
支
払
い
し
た

か
。

十
二
区
画
の
う
ち
、
四
区
画

売
却
済
と
な
っ
て
い
る
が
、
面
積

的
に
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

販
売
単
価
は

決
算
審
査
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
六
年
度
旧
四
町
の
一
般
・
特

別
会
計
、
一
部
事
務
組
合
及
び
南
あ
わ
じ
市
の
一
般
会
計
及
び

特
別
会
計
の
計
七
十
六
件
の
審
査
を
行
い
全
て
に
お
い
て
賛
成

多
数
で
原
案
の
と
お
り
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。



国
庫
補
助
金
、
予
算
額
に

対
し
収
入
済
額
が
三
分
の
一
程
度

と
な
っ
て
い
る
の
は
。

加
入
の
状
況
は
。

海
釣
り
公
園
の
現
状
は
。

工
場
及
び
観
光
施
設
誘
致
奨

励
金
、
約
二
千
万
円
は
。

南
淡
風
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発

は
赤
字
決
算
と
な
っ
て
い
る
が
、

永
遠
に
赤
字
が
続
く
の
か
。

沼
島
診
療
所
の
医
師
は
、
週

三
日
し
か
診
療
し
て
い
な
い
、
当

初
の
契
約
ど
お
り
診
療
し
て
ほ
し

い
。沼

島
の
み
な
ら
ず
、
離
島
・
へ

き
地
の
医
療
体
制
の
充
実
を
、
と

の
意
見
が
出
た
。

合
併
ま
で
の
各
四
町
の
進
捗

状
況
は
。

分
担
金
支
払
っ
た
が
、
加
入

で
き
な
い
家
庭
が
み
ら
れ
る
が
、

汚
水
料
金
が
高
い
の
で
は
。

県
が
提
唱
す
る
生
活
排
水
九

十
九
％
大
作
戦
は
、
五
年
で
終

わ
っ
た
の
で
は
。

調
理
業
務
、
業
者
委
託
に
よ

る
、
食
材
の
調
達
の
件
に
つ
い
て

給
食
で
特
産
の
レ
タ
ス
を
食

べ
さ
せ
て
い
な
い
と
聞
く
が
。

組
合
は
民
営
化
な
っ
た
が
、

同
種
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ

ル
、
慶
野
松
原
荘
は
。

税
の
滞
納
整
理
、
収
納
率
の

向
上
対
策
に
つ
い
て
。



ク
ア
施
設

風
呂
、
旧
四

町
に
そ
れ
ぞ
れ
あ
る
が
、
運
営
の

形
態
、
今
の
形
が
い
い
の
か
、
泉

源
掘
削
の
問
題
も
あ
り
、
民
で
出

来
る
こ
と
は
民
で
、
市
と
し
て
の

基
本
線
を
出
さ
な
い
と
。

第
二
子
保
育
料
を
無
料
と
し

た
が
、
預
け
る
子
供
が
増
え
た
か

十
六
年
度
末
一
般
会
計
起
債

残
高
四
百
五
十
億
円
、
年
度
別
の

返
済
、
今
後
集
中
す
る
の
か
。

路
線
バ
ス
運
行
費
補
助
金
の

内
訳
は
。

短
期
証
明
、
資
格
証
明
、
旧

町
バ
ラ
バ
ラ
、
合
併
し
て
規
定
を

ど
の
様
に
統
一
し
た
か
。

国
保
税
も
他
の
公
共
料
金
も
、

診
療
を
受
け
た
い
方
は
支
払
い
義

務
が
あ
る
。
厳
し
く
取
り
立
て
を

行
い
、
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
と
の

意
見
。医

療
的
な
支
出
を
削
減
す
る

た
め
、
お
年
寄
り
の
予
防
、
健
康

面
に
お
い
て
、
指
導
す
る
方
法
を

考
え
て
は
。

年
金
の
み
の
低
所
得
者
等
に

は
ど
の
様
な
サ
ー
ビ
ス
が
。

年
金
受
給
者
は
天
引
き
の
た

め
、
徴
収
率
百
％
、
普
通
徴
収
は
。

昭
和
の
時
代
に
計
画
し
、
平

成
八
年
に
竣
工
し
た
企
業
団
地
、

総
額
い
く
ら
の
投
資
か
。

現
在
三
十
五
％
販
売
し
て
い

る
、
販
売
価
格
は
。

残
り
全
部
売
っ
た
場
合
の
収

入
は
。

地
元
地
区
環
境
保
全
対
策
費
、

一
年
、
百
万
円
の
支
払
い
に
つ
い

て
、
埋
立
率
四
十
三
％
で
後
、
数

年
で
満
杯
と
聞
い
て
い
る
が
、
支

払
い
は
埋
立
が
済
め
ば
終
わ
り
か
、

計
画
事
業
年
度
ま
で
か
。

次
の
場
所
の
検
討
を
お
願
い

し
た
い
。
今
の
場
所
が
済
ん
だ
後

は
。

原
水
購
入
費
、
値
上
げ
し
た

か
。

経
営
努
力
さ
れ
て
い
る
。
会

計
処
理
も
民
間
会
社
に
近
い
方
法

で
処
理
さ
れ
て
い
る
。
他
の
公
共

施
設
の
事
業
も
こ
の
よ
う
に
明
確

に
さ
れ
て
は
。



国体リハーサル大会会場視察（文化体育館）





医療体制と健康づくりについて 学ぶ（丸山公民館）



昨年の台風 号による災害状況視察（灘・黒岩）





排水機場視察（倭文川排水機場）

西
脇
多
可
広
域
斎
場
視
察



前
回
の
長
船
吉
博
議
員

の
一
般
質
問
で
質
問
内
容

の
掲
載
に
誤
り
が
ご
ざ
い

ま
し
た
の
で
、
今
回
、
該

当
す
る
質
問
項
目
の
問

及
び

答

を
全
文
掲
載

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

訂
正
し
、
お
詫
び

申
し
上
げ
ま
す
。

瓦
と
観
光
に
専
従
職

員
を
置
い
た
が
、
企
業
誘

致
の
為
の
専
従
職
員
を
置

い
て
も
良
い
の
で
は
。

地
場
産
業
、
南
あ
わ

じ
市
に
は
何
が
あ
る
の
か
。

長船 吉博議員 ・企業誘致
・男女雇用機会均等法

坂本 浩子議員 ・ 人学級を拡大する考えはないか
・広田小学校のプレハブ校舎の改善を求める

三原賀代子議員 ・市民グラウンド利用等について
・各市営診療所について

砂田 杲洋議員 ・ケーブル 事業について
・事業系一般ゴミについて

長船 茂久議員 ・市民が理解する入札制度を
・平成 年度の介護保険は、国民健康保険は

仲野 享議員 ・農家（酪農、畜産）の生産意欲を高める為 農業立市 宣言を求める！

赤松 照美議員 ・生産基盤の整備充実について
・リサイクルセンターの状況について

馬詰 修議員 ・漁場の汚染問題と漁業の活性化対応策について
・瓦産業の活性化対策は

中嶋 良一議員

・南あわじ市として地球温暖化防止について
・県民緑税の導入について（平成 年度から実施）
・南あわじ市の火葬場の建設予定について
・地元の要望

道上 義治議員 ・南淡路農業公園の運営管理について
・退職記念品料返納について

寺馬 栄一議員 ・県道倭文五色線の改良計画は
・悪質リフォームにどう対処するのか

松尾 巖議員
・下水道料金の減免について
・市道の雑草の除去について
・旧丸山小学校の跡地利用について

吉田 良子議員
・住民検診の改善について
・住宅施策の充実を
・住みよいまちづくりのために

川上 命議員
・行財政改革について
・少子高齢化対策について
・東海・東南海・南海地震について

岡本 務議員
・南あわじ市防災対策について
・南あわじ市行財政改革について
・三原高校・志知高校の統合について

沖 弘行議員
・耐震化の推進
・ 介護保険 市の役割と責任
・少子化対策

楠 和廣議員
・市民まつりについて
・低地帯排水事業の計画見通しについて
・文化生活への社会整備である下水道整備について

澤田とよ子議員 ・女性管理職の登用
・各種団体役員に女性の審議員・委員の登用について

榎本 喜一議員 ・南淡路農業公園株式会社の平成 年度決算内容と今後の方向について
・住民訴訟について

長船 吉博議員 ・企業誘致
・男女雇用機会均等法

坂本 浩子議員 ・ 人学級を拡大する考えはないか
・広田小学校のプレハブ校舎の改善を求める

三原賀代子議員 ・市民グラウンド利用等について
・各市営診療所について

砂田 杲洋議員 ・ケーブル 事業について
・事業系一般ゴミについて

長船 茂久議員 ・市民が理解する入札制度を
・平成 年度の介護保険は、国民健康保険は

仲野 享議員 ・農家（酪農、畜産）の生産意欲を高める為 農業立市 宣言を求める！

赤松 照美議員 ・生産基盤の整備充実について
・リサイクルセンターの状況について

馬詰 修議員 ・漁場の汚染問題と漁業の活性化対応策について
・瓦産業の活性化対策は

中嶋 良一議員

・南あわじ市として地球温暖化防止について
・県民緑税の導入について（平成 年度から実施）
・南あわじ市の火葬場の建設予定について
・地元の要望

道上 義治議員 ・南淡路農業公園の運営管理について
・退職記念品料返納について

寺馬 栄一議員 ・県道倭文五色線の改良計画は
・悪質リフォームにどう対処するのか

松尾 巖議員
・下水道料金の減免について
・市道の雑草の除去について
・旧丸山小学校の跡地利用について

吉田 良子議員
・住民検診の改善について
・住宅施策の充実を
・住みよいまちづくりのために

川上 命議員
・行財政改革について
・少子高齢化対策について
・東海・東南海・南海地震について

岡本 務議員
・南あわじ市防災対策について
・南あわじ市行財政改革について
・三原高校・志知高校の統合について

沖 弘行議員
・耐震化の推進
・ 介護保険 市の役割と責任
・少子化対策

楠 和廣議員
・市民まつりについて
・低地帯排水事業の計画見通しについて
・文化生活への社会整備である下水道整備について

澤田とよ子議員 ・女性管理職の登用
・各種団体役員に女性の審議員・委員の登用について

榎本 喜一議員 ・南淡路農業公園株式会社の平成 年度決算内容と今後の方向について
・住民訴訟について
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